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デジタルグリッドコンソーシアムの紹介 

コンソーシアムの設立 

▐ 一般社団法人（非営利型）として設立 

 プロトタイプ製品や産出されるサービス事業のモデリングを行う 

 事業そのものは実施しない。 

 設立日：２０１１年９月７日 

 

コンソーシアム設立の目的 

▐ デジタルグリッドの段階的実現に向け、関心を持つ事業者等を会員の
参加を募り、会員間での研究および協力によって、サービスプロバイ
ダー事業とデジタルグリッドルーター・コントローラーの中核技術を確立
する。 

▐ デジタルグリッド技術を会員にオープンし会員による実装を可能にする。 

▐ デジタルグリッド技術を実践し、デファクト化し、標準化を図る。 
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非営利型一般社団法人「デジタルグリッドコンソーシアム」設立 

▐会員相互の協力でデジタ
ルグリッドの仕組みを構築 

▐作業部会の実施するプロ
グラムは、別途設置する運
営委員会が主体的に実施 

資金獲得
普及広報 

理事会 
アドバイザリボード 

（戦略WG） 

Public Sector 
（公共部会） 

Private Sector 
（ビジネス部会） 

標準化部会 政策部会 電力セクター 

HW OS 
作業 
部会 

広報渉
外 

産業セクター 

電力A 電力B 産業A 

事務局 

・・・・ 

Feedback Feedback 

対政府 
政策補助 
規制緩和 

社員総会 
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活動プログラム案 

【概要】】独立した４つのグリッドにデ
ジタルグリッドルーター（ＤＧＲ）を設
置し、各グリッド間で識別した電力
の送受を行う。実施場所をＥＰＲＩ
ノックスビル研究所とし、米国電力
会社、電力産業、エネルギー省など
に公開し、ＤＧＲの標準化を米国に
て実現する。 
【実施期間】2012～2013年度 

【概要】家庭サイズの需要家を対象に、電力貯蔵装置
を組み合わせて、需要家には無停電・瞬間高出力を
提供し、グリッド側に電力系統アンシラリーサービスを
提供する。常用－停電－常用復帰のシームレスな切
り替えを実現する 
【実施期間】2013～2014年度 

【概要】 未定 
【実施期間】2014年度以降 
【目標】1０万ｋW 

2011 2012 2013 2014 2015 

【概要】5年で70万kW 
【実施期間】2015年度以降 

プログラムの企画は、大学等からの提案に基
づいてコンペティションを実施し、会員投票の
結果を考慮して決定することも計画中。この
場合、選定されたテーマを提案した大学等と
コンソーシアムと共同でプログラムの運営を
行うことがある。 

第1号：ルーターデモプログラム 

第2号：ブーストハウス 

第3号：ブーストコミュニティ 

第4号：理事会にて決定 

プログラム実施時期・内容・順番等については 

会員の希望により前後することがある。 
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コンソーシアムの活動への参加 

▐ コンソーシアムへの参加 
 コンソーシアムが企画･運営するプログラムの少なくとも１つに参加し、プログラムの参加費
（共同研究費）を支払うことで会員となることができる。 

 各プログラムの参加費は、プログラムの内容および期間に応じて、コンソーシアムの理事会が
定める。 

＜会員資格＞ 

▐ 原則として、１の法人または自治体 
 理事会の承認があれば複数企業・団体で１会員とする形態での参加も認める。ただし、プロ
ジェクトへの参加は、代表者１名による。 

▐ 本会員 
 コンソーシアムが企画・運営するプログラムの活動に主体的に参加する。デモプロジェクトの
実施、プロトタイプの作成、ソフトウェア・ハードウェアの開発。 

 会員は、参加するプログラムの実施期間中、コンソーシアムに常駐または非常駐の従業員を
派遣する。また、参加していない他のプログラムについては、賛助会員と同様に、プログラム
の活動報告会および成果レポートに参加・アクセスすることができる。 

 運営委員を拠出する本会員は、プログラムの運営を直接行うことができる。 

▐ 賛助会員 
 プログラムに直接参加はしないが、参加するプログラムが行った活動内容についての報告会
および成果レポートに参加・アクセスすることができる。 

 本会員と同様にコンソーシアムの提示する仕様書に従って、製品を製作することができる。 

 本会員と同様にコンソーシアムのライセンス認証を受けて、製品の販売をすることができる。 
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コンソーシアムのビジネスモデル 

公共部会 

会員企業群 

アカデミア 

ビジネス部会 

電力会社 

ユーザー 

研究委託 

研究コンテスト 
報奨金・
対価 

成果報告 

（規格・標準化・OS） 

製品群 
販売 

サービス 

購入 
対価 

サービス 

提供 対価 

ユーザー 

ユーザー
間取引 

手数料 

ユーティリティ 

サービスプロバイダー 

フランチャイズ 

成果 

コンソーシアム 

個別共同研究も 

可能 

産学連携 

技術・ノウハウ 
の供与 

接続認証 

ロゴ使用義務化 

ライセンス供与 

プログラム毎
参加費 
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IPベース・クローズオープンの仕組み 

▐ コンソーシアムが保有する知的財産権等：無償提供 

▐ プログラムで開発した知財：開発企業保有、コンソーシアムにサブライセンス権 

▐ 商用利用時：合理的対価を開発企業に支払う 

 

社団法人が保有する知財（特許、ノウハウ、OS等） 

コンソーシアム 

会員（社員）企業 

理事会 

プログラム１ プログラム２ プログラム３ ・・・ 

社団法人・会員 

知財にアクセス 

外部特許 

法律事務所 

社団法人・会員の 

知財の利用許諾 

知財DB管理 

プログラムの決定 
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コンソーシアム現況 

▐ 登記場所：赤坂ツインタワービル東館17階セミコンダクターポータル内 

▐ 研究場所（予定）：文京区湯島南山堂ビル3階（51坪のスペース） 

▐ 知財： 

 特許第4783453号「多端子型非同期連系装置，電力機器制御端末装置と電力ネットワークシステムおよ
びその制御方法」2011/7/15登録 

 出願番号2009-245986「多端子型電力変換配電装置，電気機器と配電ネットワークシステム及びその運
用方法」2009/10/27出願、拒絶 

 出願番号2010-145715「多端子型電力変換装置と電力システムならびにその制御プログラム」
2010/6/27出願 

 国際出願「多端子型電力変換装置、多端子型電力授受装置及び電力ネットワークシステム」2010/9/10
出願 

▐  商標出願 

 第5325922号「デジタルグリッド」第9類配電用機器 

 第5390443号「デジタルグリッドルーター」第9類配電用機器 

 第5390444号「デジタルグリッドコントローラ」第9類配電用機器 

 第5428238号「図形」」第9類配電用機器 

 2011－054236「Digital Grid+図形」2011/7/30商標出願第9類＋第39類電気等供給サービス 

▐ 会員勧誘 

 10月24日説明会実施 

 個別説明による契約 
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実用化へのステップ 

▐ 上流側からではなく下流側から 

 3月までにビジネスモデル 

 ターゲット機種と仕様・機能確定 

 ターゲット機種プロトタイプ作成・試験 

 ユーテリティサーバー構築 

 会員企業で製作・販売（1社、1機種または全体で1機種） 

 ユーティリティサーバーからアグリゲート：キャパシティサービス 

▐ 電力会社との共同開発 

 低圧で相対契約 

 目標3年で10万kW(例：10kW1万軒） 

 特区からスタート 

▐ ハードル 

 系統連系⇒単独運転⇒再連系 

 単独運転保護認定 

 料金設定 
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デジタルグリッドの目指すもの 

▐ 太陽光由来の自然エネルギーをふんだんに取り込んでエネルギー制約
の緩和された世界を目指す 

 

▐ 先進国は先進国なりに、途上国は途上国なりに情報と電力の融合した
世界電化社会を目指す 

 

▐ エネルギー由来の紛争や南北問題、貧困問題の解決につなげる 

 

▐ コンソーシアムは非営利で門戸を開放し、多くの企業と学界の力で世界
中の人々が利用できる技術を産出していく 
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連絡先 

 

▐ 本社：港区赤坂2-17-22赤坂ツインタワー東館17階  

▐ TEL 03－3582－9335   

 

▐ 研究センター：文京区湯島4-1-11南山堂ビル3階 

▐ TEL 03－3868－3338 

 

▐ info@digitalgrid.org 

▐ http://www.digitalgrid.org 
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